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町の人口
（48年3月禾現在）

人　口　23，861
男11，538
女12，265

世帯数　6，357

4月27。（1973）
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毎月一回各家庭に配布
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4月30日（月曜日）は役場も休みです

国民の祝祭日に関する法律の改正にともな

い、祝日と日曜日が重なる場合翌日の月曜日が

休日となり、4月30日の月曜日は役場も休業さ

せていただきます。
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秩
序
あ
る
町
づ
く
り
の
た
め

公

有

地

の

確

保

を

目

的

に

町
は
水
巻
町
土
地
開
発
公
社
設
立
登

記
を
四
月
六
日
に
完
了
、
正
式
に
発
足

さ
せ
ま
し
た
。
こ
の
水
巻
町
土
地
開
発

公
社
の
役
立
は
、
三
月
十
四
日
に
町
議

会
で
可
決
、
同
三
十
日
付
で
県
知
事
の

許
可
を
得
て
い
た
も
の
で
す
。

公
社
設
立
の
目
的
は
、
基
本
的
に
は

水
巻
町
の
秩
序
あ
る
整
備
を
は
か
る
た

め
に
町
が
必
要
と
す
る
土
地
、
す
な
わ

ち
公
有
地
の
確
保
、
拡
大
を
積
極
的
に

進
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
ｌ
す
が
、
特
に
本

町
の
場
合
、
こ
れ
か
ら
日
炭
跡
地
の
開

発
、
整
備
を
行
な
い
、
住
宅
建
殴
計
画

を
実
施
す
る
た
め
の
土
地
取
得
に
、
栗

軟
で
計
画
的
な
対
応
が
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
目
的
が
大
き
な
ウ
エ
イ
ト
を
し

め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
都
市
計
画
に
よ
る
用
途
地

域
の
指
定
を
行
な
い
、
住
み
よ
い
町
づ

く
り
を
目
指
す
町
の
最
大
の
問
題
点

は
、
地
価
の
急
激
な
高
騰
と
土
地
利
用

の
混
乱
に
よ
る
公
共
用
地
の
取
得
の
困

難
性
で
す
。
道
を
つ
く
る
、
道
幅
を
拡

げ
る
、
公
園
を
つ
く
る
、
公
共
の
施
設

を
つ
ぐ
る
と
い
っ
て
も
、
現
在
で
は
そ

の
た
め
の
土
地
を
す
み
や
か
に
取
得
す

る
こ
と
が
町
の
財
政
事
情
や
、
土
地
に

対
す
る
所
有
者
の
感
情
な
ど
か
ら
、
な

か
な
か
困
難
で
す
。
と
い
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
整
備
計
画
の
あ
る
土
地
を
現
状

の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
現
状
で
は
そ
の

土
地
が
他
の
目
的
に
使
わ
れ
る
、
地
価

が
高
く
な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
、
必
要

な
公
共
用
地
が
ま
す
ま
す
取
得
困
難
に

な
り
、
町
づ
く
り
ど
こ
ろ
か
、
道
路
ひ

と
つ
拡
げ
る
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
り

ま
す
。こ

の
よ
う
な
公
共
用
地
取
得
の
た
め

の
財
源
措
置
は
、
一
般
会
計
予
算
に
お

い
て
、
起
債
な
ど
の
方
法
に
よ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
制
度
で
は

①
地
方
債
、
土
地
開
発
基
金
の
は
か
は

一
般
財
源
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

⑧
事
業
実
施
の
時
期
に
取
得
し
な
い
と

国
庫
補
助
の
対
象
と
な
ら
な
い
、
な
ど

の
制
限
が
強
く
、
資
金
的
に
も
先
行
的

な
用
地
取
得
が
困
難
で
あ
り
、
ど
う
し

て
も
町
の
公
共
の
た
め
の
土
地
需
要
を

十
分
に
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。こ

の
よ
う
な
町
に
代
り
、
資
金
調
達

の
面
か
ら
も
柔
軟
性
に
と
ん
だ
運
営
の

で
き
る
公
有
地
拡
大
法
と
い
う
法
律
に

よ
る
土
地
開
発
公
社
に
よ
っ
て
、
公
共

の
た
め
に
必
要
な
土
地
を
、
弾
力
的
に

先
行
取
得
な
ど
し
、
公
有
地
の
計
画
的

な
拡
大
を
は
か
り
な
が
ら
町
の
秩
序
あ

る
整
備
と
、
公
共
の
福
祉
の
増
進
に
役

立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

な
お
、
こ
の
公
社
を
運
営
す
る
役
員

は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

水
巻
町
土
地
開
発
公
社
役
員

理
事
長
　
伊
藤
衛
門

副
理
事
長
　
入
江
　
誠
　
入
江
未
彦

理
　
事
　
小
柳
寅
年
　
鳥
谷
年
光

森
安
一
朋
　
浦
田
重
夫

助
停
幸
雄
　
吉
田
博
基

大
貝
　
薫
　
永
沼
嘉
治

監
　
事
　
栗
川
正
雄
　
船
津
　
深

事
務
局
長
　
増
田
弘
幸

町
の
未
来
を
考
え
る

畑
師
鑑
両
審
議
会
が
発
足

秩
序
あ
る
町
、
公
害
の
な
い
町
、
未

来
の
水
巻
町
を
住
み
よ
く
、
環
境
の
よ

い
町
に
つ
く
り
あ
げ
る
た
め
の
問
題
を

審
議
す
る
「
都
市
計
画
審
議
会
」
と
「

公
害
対
策
審
議
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。

両
審
議
会
と
も
、
今
か
ら
の
町
づ
く

り
の
基
本
問
題
で
あ
る
都
市
計
画
と
公

害
問
題
に
つ
い
て
、
町
長
の
諮
問
機
関

と
し
て
専
門
的
な
助
言
を
行
な
う
も
の

で
す
が
、
こ
れ
は
町
の
未
来
に
大
き
な

影
響
を
も
ち
、
そ
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
両
審
諌
金
の
構
成
は
学
識
経
験

者
と
し
て
大
学
の
専
門
家
や
地
元
有
識

者
を
ま
じ
え
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
◎
委
員
長
　
○
副
葺
長

都
市
計
画
審
議
会
委
員

学
識
経
験
者

杉
島
熊
彦
　
光
書
健
次
　
住
吉
徳
光

助
借
幸
雄
　
○
森
宏
一
朋

住
民
代
表

山
下
　
勝
　
柴
田
貞
志
　
石
塚
　
章

白
石
磯
久
男
　
佃
　
駁
　
峯
浦
定
彦

町
議
会
代
表

◎
入
江
誠
　
浦
田
重
夫
　
小
柳
寅
年

鳥
谷
利
光
　
松
島
朝
久
　
富
田
　
喬

峯
浦
　
遼
　
永
沼
　
才

町
職
員

入
江
末
彦

公
害
対
策
審
議
会
委
員

学
識
経
験
者

．
大
島
文
男
　
石
田
知
行

住
民
代
表

吉
田
サ
カ
エ
井
上
　
康

産
業
界
代
表

平
山
　
簡

議
会
代
表

◎
入
江
誠
．
〇
川
添
定
触
石
橋
国

利
　
田
中
　
博
　
大
場
寿
基
雄

関
係
行
政
機
関
代
表

森
安
一
朋
　
浦
田
重
夫
　
入
江
末
彦

豊
沢
伝
三
　
小
林
澄
雄

当
初
か
ら
赤
字
を
見
込
む

四
十
八
年
度
水
道
事
業
予
算

町
は
四
月
十
四
日
に
臨
時
議
会
を
招
集
し
、
水
道

料
金
改
正
を
提
案
し
ま
し
た
。

原
案
は
基
本
料
金
を
現
行
の
三
百
九
十
円
か
ら
六

百
円
、
超
過
料
金
を
五
十
円
か
ら
八
十
八
円
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
議
会
案
で
こ
れ
を
修
正
、
基
本
料
金

五
百
円
、
超
過
料
金
九
十
五
円
と
決
定
し
ま
し
た
。

こ
の
料
金
改
正
は
中
間
市
か
ら
購
入
し
て
い
る
源

水
価
格
の
値
上
げ
が
主
要
原
因
で
す
が
、
赤
字
の
料

金
へ
の
は
ね
返
り
を
で
き
る
だ
け
ふ
せ
ぐ
た
め
、
一

般
会
計
か
ら
水
道
事
業
会
計
へ
四
十
八
年
度
か
ら
二

千
万
円
、
五
十
年
度
か
ら
二
千
五
百
万
円
を
補
助
す

る
こ
と
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
料
金
改
正
は
四
十
八
年
度
以
後
か

ら
の
収
支
採
算
を
考
え
て
決
定
し
た
も
の
で
、
現
在

か
か
え
て
い
る
今
ま
で
の
不
良
債
務
一
億
円
は
、
一

般
会
計
か
ら
の
補
助
金
で
、
盤
理
し
て
い
く
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

住
民
の
み
な
さ
ん
の
負
担
も
大
き
い
と
は
患
い
ま

す
が
事
情
を
ど
理
解
い
た
だ
き
、
ど
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

水
巻
町
水
道
事
業
は
独
立
採
算
制
を

建
て
前
と
す
る
公
営
企
業
法
適
用
を
う

け
始
め
た
四
十
三
年
度
会
計
か
ら
五
カ

年
、
毎
年
度
一
般
会
計
か
ら
千
五
百
万

円
の
補
助
を
受
け
て
き
ま
し
た
が
、
な

お
毎
年
度
赤
字
が
つ
づ
き
、
四
十
七
年

度
末
に
は
一
時
借
入
金
が
ｌ
億
円
に
達

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
水
巻
町
水
道
事
業
が
水
利
権

を
も
た
ず
、
北
九
州
、
中
間
両
市
か
ら

源
水
を
購
入
し
、
こ
れ
を
給
水
す
る
と

い
う
特
殊
な
事
業
形
態
の
た
め
源
水
費

の
コ
ス
ト
が
割
高
と
な
り
、
隣
接
市
町

な
み
の
水
道
料
金
で
は
必
然
的
に
赤
字

と
な
る
た
め
で
す
。
こ
の
現
状
を
打
開

す
る
方
法
を
検
討
し
て
い
た
矢
先
、
昨

辱
十
二
月
中
間
市
が
源
水
費
を
ト
ン
当

り
三
十
円
か
ら
四
十
二
円
に
、
十
二
円

の
値
上
げ
誉
議
会
に
提
案
し
た
こ
と

最
大
　
の
原
因

源
水
費
の
値
上
げ

を
通
告
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

水
巻
町
水
道
企
業
の
実
情
か
ら
こ
れ
に

は
と
て
も
応
じ
ら
れ
な
い
と
、
執
行
部

は
議
会
の
協
力
を
得
て
、
極
力
値
引
き

裏
渉
し
て
き
ま
し
た
が
、
中
間
市
は

三
月
定
例
市
議
会
で
原
案
ど
お
り
決
定

し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
水
巻
町
は
町
長

と
中
間
市
長
と
の
許
し
合
い
の
結
果
、

中
間
市
の
実
情
か
ら
も
こ
の
値
上
げ
は

や
む
を
得
な
い
も
の
と
、
受
け
と
め
ざ

る
を
え
な
い
結
論
に
達
し
た
の
で
す
。

こ
の
源
水
蟄
ト
ン
当
り
十
二
円
の
値

上
げ
は
、
年
間
六
百
九
十
万
円
の
支
出

増
と
な
り
、
四
十
八
在
慶
当
初
予
算
で

す
で
に
毒

上
し
て
い
る
水
道
事
業
会
計
を
な
お
強

く
圧
迫
し
、
同
事
業
財
政
健
全
化
へ
の

道
を
せ
ば
め
、
ま
た
料
金
値
上
げ
へ
と

つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

町
も
源
水
費
の
値
上
げ
を
、
す
ぐ
ス

ト
レ
ー
ト
に
料
金
値
上
げ
に
結
び
つ
け

る
安
易
な
考
え
は
な
く
、
経
営
の
健
全

化
に
つ
と
め
て
い
ま
す
が
、
現
在
の
水

道
料
金
制
度
が
地
方
公
営
企
業
法
に
よ

っ
て
水
道
事
業
ご
と
に
原
価
主
義
を
と

る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
各
事
業

体
が
そ
れ
ぞ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
条
件
の

わ
く
の
中
で
原
価
主
義
一
本
で
料
金
を

設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
本

町
の
よ
う
な
水
利
権
を
も
た
な
い
事
情

の
事
業
体
は
ど
う
し
て
も
源
水
費
の
値

上
げ
が
料
金
値
上
げ
に
結
び
つ
い
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
も
と
よ
り
公
共

そ
の
も
の
と
い
っ
て
い
い
水
道
事
業
を

企
業
面
の
み
か
ら
考
え
る
気
持
ち
は
な

く
、
町
宅
て
は
一
般
会
計
か
ら
も
補

助
を
し
て
い
ま
す
が
、
一
般
会
計
も
税

収
は
い
ぜ
ん
と
し
て
減
っ
て
い
る
状
況

の
中
で
補
助
額
に
も
お
の
ず
か
ら
限
度

が
あ
る
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
か

と
考
え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国
庫
補
助
の
増
額
、
国

に
よ
る
水
資
源
の
開
発
や
広
域
的
に
事

業
単
位
を
統
合
し
て
の
料
金
格
差
是
正

の
問
題
な
ど
を
、
強
く
国
と
折
衝
し
て

い
き
、
住
民
生
活
に
必
要
な
水
丑
は
、

将
来
安
く
供
給
で
き
る
体
制
を
つ
く
ら

な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

四
十
八
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
は

給
水
対
象
戸
数
を
七
千
戸
、
二
百
二
十

一
万
ト
ン
の
給
水
計
画
で
礪
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
予
算
は
中
間
市

分
水
貨
と
水
道
料
金
の
値
上
げ
前
の
予

算
で
あ
り
、
つ
ぎ
の
議
会
で
更
正
予
算

を
提
出
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
総
額
は
収
入
一
億
四
千
八
十
三

万
円
、
支
出
一
億
六
千
六
百
九
十
万
円

で
二
千
六
百
七
万
円
の
赤
字
を
見
込
ん

で
お
り
、
こ
の
赤
字
は
一
般
会
計
か
ら

の
補
助
金
二
千
万
円
を
収
益
的
予
算
に

う
け
て
の
も
の
で
あ
り
、
実
質
的
な
給

水
事
業
で
の
赤
字
は
四
千
二
百
二
十
三

万
円
、
資
本
的
予
算
で
は
三
百
八
十
四

万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
予
算
は
大
き
く
分
け

て
収
益
的
予
算
と
資
本
的
予
算
が
あ

り
、
そ
の
概
要
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

収
益
的
予
算

収
入

給
水
使
用
料
　
八
、
四
六
五
万
円

四
十
九
年
度
か
ら
は
健
全
化
へ

料
金
改
訂
後
の
見
通
し

今
回
の
料
金
改
正
は
基
本
料
金
で
二

十
八
・
二
％
、
超
過
料
金
で
九
十
％
、

平
均
六
十
四
・
五
％
の
値
上
げ
率
と
な

っ
て
お
り
、
四
十
八
紅
塵
ま
で
は
な
お

赤
字
と
な
る
見
込
み
で
す
が
、
四
十
九

年
度
か
ら
は
彗
項
の
と
お
り
財
政
健

全
化
へ
の
道
を
ふ
み
だ
せ
る
見
通
し
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
負
債
額
一
億

円
は
五
十
一
年
度
ま
で
に
一
般
会
計
か

ら
の
繰
入
金
九
千
万
円
と
減
価
償
却
費

の
一
部
流
用
で
充
当
し
解
消
す
る
予
定

と
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
補
助
金
二
、
〇
〇
〇
万
円

そ
の
他
　
　
　
　
二
九
九
万
円

計
　
　
一
〇
、
七
六
四
万
円

（
二
十
一
万
ト
ン
の
給
水
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
）

支
出

源
水
購
入
費
　
七
、
一
二
三
万
円

支
出
予
算
額
の
五
十
五
％
を
占
め

給
水
使
用
料
の
八
十
四
％
、
収
入
総

額
の
六
十
六
％
が
こ
の
源
水
費
購
入

に
あ
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
（
参
考
表

参
照
）

給
水
管
理
費
　
一
、
二
四
八
万
円

総
務
費
　
　
一
、
四
七
〇
万
円

減
価
償
却
費
　
　
　
七
六
六
万
円

支
払
利
息
　
一
、
九
九
七
万
円

資
本
的
予
算

支
出
は
給
水
管
の
新
設
改
艮
事
業
費

と
こ
れ
ら
革
業
の
た
め
の
長
期
借
入
金

の
返
済
が
主
な
も
の
で
、
財
源
内
訳
は

国
産
補
助
金
、
長
期
借
入
金
を
あ
て
て

い
ま
す
が
、
三
百
八
十
四
万
円
の
赤
字

と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
穀
改
良
費
　
三
、
〇
五
八
万
円

借
入
金
返
済
金

財
産
購
入
費

計
財
源
内
訳

国
膵
補
助
金

借
入
金

計

三
八
〇
万
円

五
〇
三
万
円

三
、
七
〇
三
万
円

一
、
七
〇
九
万
円

一
、
六
一
〇
万
円

三
、
三
一
四
万
円

48年度水道事業収益的支出目的別額
水巻町水道事業　年度別赤字額

年 度
収 益 的 ‘ 舶 ｌⅦ外 資 本 的 計 ．累　 計
収　 支 収　 支 収　 支

43 △6 ，371 △ 4，343 △ 10，714 △ 10，714

44 △ 3，832 346 △ 2 ．707 △ 6 ，193 △ 16，907

45 △7 ，575 △3 00 △ 8 ．418 △ 16 ，293 △ 33 ，200

46 △ 14 ，039 △ 217 △ 26 ．4 11 △4 0，667 △ 73 ，867

47見込 △ 20，7 72 △ 12 ．233 △ 33 ，005 △ 106 ，872

水巻町水道事業料金改正後の赤字見込額

年 度 収 益 的
収 支 鰍

資 本 的
収 支 紬

計 一 般 食射 累　 計
補 助 金

48 △ 3 ．277 △3 ，83 8 ．△7 ，115 20．000 △93 ，98 7

4 9 9，684 △9 ，57 1 1 13 20 ，0 00 △ 73 ，874

50 11，725 △ 10 ，56 6 1 ，159 25 ，000 ∠ゝ4 7．715

5 1 13，085 △ 9，786 3，299 25 ．000 △ 19，416
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生
活
環
境
整
備
事
業
に
重
点
支
出

四
十
八
年
度
町
予
算
は
三
月
議
会
に

お
い
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
成
立
し
ま

し
た
。本

年
度
予
算
の
特
徴
は
総
額
二
十
億

六
千
九
百
五
万
二
千
円
と
、
前
年
度
よ

り
四
十
四
・
一
％
も
の
増
牝
率
に
な
っ

た
こ
と
、
こ
の
予
算
規
模
に
も
か
か
わ

ら
ず
税
収
は
む
し
ろ
減
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
、
財
産
処
分
等
の
財
源
措
置
を
し

て
い
る
こ
と
で
す
。

歳
入
は
表
川
の
と
お
り
、
町
税
収
入

は
全
体
の
九
・
二
％
を
占
め
る
の
み
で

主
要
財
源
は
地
方
交
付
税
、
国
墜
又
出

金
、
町
債
、
財
産
収
入
に
頼
っ
て
い
ま

す
。こ

の
財
源
の
主
な
使
い
み
ち
は
、
改

艮
住
宅
百
二
戸
の
建
設
費
、
猪
熊
小
学

校
、
下
二
小
学
校
の
防
音
校
舎
へ
の
改

築
費
、
鉱
害
復
旧
費
、
道
路
整
備
費
、

橋
の
か
け
啓
蟄
な
ど
で
、
こ
れ
ら
の
生

清
閑
連
投
葦
に
十
二
億
三
千
七
百

万
円
、
総
予
算
額
の
五
十
九
・
八
％
を

回
し
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
に
母
子
寮
、
保
育
園
、
老
人
対

策
、
児
童
褐
祉
関
係
に
ｌ
健
一
千
七
百

万
円
、
小
中
学
校
教
材
扶
助
、
住
宅
管

理
、
日
炭
問
題
、
国
民
年
金
な
ど
の
主

要
事
務
に
四
千
百
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。そ

の
他
、
伝
染
病
院
、
火
葬
場
、
し

尿
処
理
、
ご
み
処
理
、
消
防
な
ど
、
遠

賀
郡
（
一
部
は
中
間
市
も
加
入
）
が
広

域
的
に
処
理
し
、
効
率
化
を
は
か
る
こ

と
に
し
て
い
る
一
部
事
務
組
合
へ
の
支

出
が
一
億
一
千
九
百
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま

た
水
道
会
計
の
と
こ
ろ
で
の
ぺ
ま

し
た
よ
う
に
、
赤
字
に
悩
む
水
道
企
業

会
計
へ
ｌ
芋
万
円
と
農
業
共
済
革
業
へ

百
九
十
万
円
を
繰
出
し
て
い
ま
す
。

税
の
負
担
は

一
人
に
八
千
円

こ
と
し
の
予
算
を
目
的
別
に
分
け
る

と
表
脚
の
と
お
り
と
な
り
、
こ
れ
を
四

月
一
日
の
町
の
人
口
で
割
る
と
、
住
民

一
人
当
り
に
八
万
六
千
九
百
二
十
四
円

が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
町
税
の
負
担
状
況
は
、
一
人
当

り
八
千
円
で
、
一
世
帯
当
り
二
万
七
千

七
百
七
十
一
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
（

こ
の
対
象
と
し
た
税
収
の
中
に
は
、
法

人
が
納
め
る
牟
く
・

ま
れ
て
い
ま
す
の

で
、
実
際
の
個
人
負
担
額
は
少
な
く
な

税　　　　　　　　 目 1 人　当　 り ［ 1 世帯当 り
町　　　　 良 ．　　 税 3，124　　　　 10，843

2，534　　　　　 8，ケ酪固　 定　 資　 産　　 税
軽　 自　 動　 車　 訂‾ 204 ｒ　　　　　　　 709
町 た　ば　こ　 消　 費　 訂‾ ‾－ ‾ Ｔ 由 一1　　 4，798
電　 気　 ガ　 ス　　 税 756 ｉ　　　 2，‾‾由も

合　　　　　　　　 計 8，000 】　　 27，771

っ
て
き
ま
す
）

こ
の
数
字
か
ら
見
て
も
町
税
収
入
に

対
し
、
い
か
に
行
政
需
用
が
大
き
い
か

そ
の
た
め
の
財
源
に
苦
し
ん
で
い
る
か

が
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま

す
。

農
業
共
済
会
計

－
農
業
共
済
特
別
会
計
は
、
農
作
物
、

家
畜
の
被
害
に
備
え
る
共
済
制
度
の
も

の
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
つ
ぎ
の
よ
う
に

編
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
も
と
道
路

こ
と
し
の
舗
装
計
画

四
十
八
年
度
予
算
に
よ
る
町
道
整
備

計
画
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

現
在
町
道
の
舗
装
率
は
三
十
二
・
四

％
で
、
四
十
八
年
度
工
事
完
了
に
よ
り

三
十
七
・
九
％
に
な
る
予
定
で
す
。
し

か
し
町
道
の
中
で
も
一
応
舗
装
を
必
要

と
し
な
い
達
を
除
く
舗
装
必
要
道
路
の

み
の
舗
装
率
は
現
在
五
十
％
、
四
十
八

征
虔
末
で
五
十
九
％
の
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

机
・
二
線
　
岩
瀬
橋
か
ら
こ
公
民
館
バ

ス
停
前
ま
で
　
約
七
〇
〇
㍍

御
輪
地
・
永
犬
丸
線
　
御
輸
地
二
組
か

ら
本
村
四
組
ま
で
約
四
四
六
湖

三
反
間
・
細
輪
地
緑
　
野
添
橋
か
ら
御

輪
地
三
差
路
ま
で
約
四
五
〇
㍍

北
部
開
発
道
路
墓
地
内
一
部
と
古

賀
ポ
ン
プ
座
か
ら
新
曲
川
橋
ま
で
約

（表 2 ） 4 8 年 度 目 的 別 一 般 会 計 予 算

☆予算額　 20億6，90 5方2千「リ　 ◇割合100％

◎住民 1 人当 り　 86 ，924円 （48．3．31現在の人目で計算）

議 会 費

7㌔　　 ☆4，230万6千円
ラ諸 好 霊 6慧 3刊ｒｊ

’1じ ◇2．04％ 害　 ◇32．24％

ｇＰ、 ◎1，777円
戸′‾‾、、ミヾ〉 ・等、ｒ　　　 ′． ◎28，028円

消 防 費

（　 ｝　　　 ☆4，917万4千円
°　・．　Ｌ　　　　ｏ

お　　 こ青 雲 霊認－

民 生 費 盲票岳云疹Ｉ 教 育 費

ー ｌ　　 ☆3億8，088万7刊－ｊ

◇18．41％
◎16，脚1「ｌＪ

◎ｌ　 衛 生 費

ィ′　　 ☆1億2・1627刑

蕩 菊 這 怨 讐 叩

◇5．88％ ◇10．47％
◎5，10別Ｉｌ Ｌも㌧　　　　　 ◎9，097円

労 働 費感 冒 ・鮮 …惹 千日
下郡 ・ｊ畑 滋　　 公 債 費

：傭　 離　　 ☆6・983ノ新 刊

／喝酢 ．鵜 ：：豊 ｊ

盈 ・払 禁 票 費

．．．ご・・・・・ ．．．エ・．．　 ◇0・66％

＼ ｌ 骨受敷地

・，．薫紺野 、　 ◎577ｌＩ】 ，ふや一一五却奥野　 ◎792円

謹 一 診 霊 崇

〃　　　 ◇0・1％
◎糾円

八
五
〇
㍍

壷
．
・
惣
仙
洞
線
　
古
賀
部
落
内
約
三

〇
〇
㍍

頃
未
・
樋
口
線
　
机
小
学
校
前
か
ら
三

巷
橋
ま
で
一
、
一
〇
〇
㍍
、
樋
口
商

店
街
か
ら
壷
方
向
へ
六
〇
〇
㍍

猪
熊
町
住
二
号
線
　
町
住
バ
ス
停
か
ら

う
ら
達
ま
で
四
〇
〇
㍍

農
作
物
共
済
勘
定

引
受
面
啓
苦
五
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と

見
込
み
、
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
り
の
共
済
金

警
法
で
認
め
ら
れ
た
最
低
の
六
十
円

と
し
、
基
準
単
収
は
四
百
六
十
七
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
桶
成
し
て
い
ま
す
。

家
畜
共
演
勘
定

一
頭
当
り
の
共
済
金
轡
せ
五
万
円
と

し
、
引
受
け
を
五
頭
見
込
ん
で
編
成
し

て
い
ま
す
。

業
務
勘
定

共
済
事
業
を
行
な
う
た
め
の
事
務
費

用
の
こ
と
で
、
県
補
助
金
を
百
二
万
円

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
百
九
十
万
円

そ
の
他
二
十
万
九
千
円
で
編
成
し
て
い

ま
す
。農

業
共
済
特
別
会
計
予
算

歳
入
歳
出
額

農
作
物
共
済
勘
定
　
　
九
六
一
千
円

家
畜
共
済
勘
定

義
勘
定

合
計
額

二
5
千
円

三
、
一
二
九
千
円

四
、
二
一
〇
千
円

支
出
八
十
九
％

が
療
養
給
付
費

国
民
健
康
保
険
事
業
予
算
の
基
礎
と

な
る
療
養
給
付
費
は
、
被
保
険
者
一
人

替
り
二
八
、
五
〇
五
円
と
し
、
被
保
険

者
数
六
、
六
二
八
人
を
対
象
に
見
込
額

を
計
上
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
税
負
担

に
つ
い
て
は
、
老
人
医
療
実
施
に
よ
る

医
療
費
増
加
見
込
鶴
巻
控
除
し
、
残
り

を
基
礎
と
し
て
税
収
を
見
込
ん
で
け
ま

ｌ
ｌ
ｕ
ｔ
一
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ロ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｅ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｈ
Ｆ
Ｉ
Ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｕ
ｌ
ｌ
コ
ｌ
ｌ
ｌ
1
1

す
。国

保
事
業
支
出
の
八
十
九
％
は
療
養

費
の
支
出
が
占
め
、
老
人
医
療
無
料
化

制
度
の
実
施
、
一
般
的
な
受
珍
率
の
増

大
に
よ
り
年
々
療
養
費
は
増
え
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
療
養
費
の
保
険
者
負

担
分
の
二
分
の
一
は
保
険
税
で
ま
か
な

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
同
事
業
は
、
加

入
者
の
税
負
担
も
ふ
え
る
理
屈
に
な
り

ま
す
が
療
養
輿
事
務
費
、
老
人
医
療

無
料
化
に
伴
う
は
ね
返
り
分
等
に
対
し

て
国
の
補
助
金
の
増
大
を
運
動
し
、
そ

の
確
保
に
努
力
し
国
保
財
政
の
健
全
化

に
努
力
し
て
い
ま
す
。

昭和48年度国民健康保険歳入歳出予算
上

歳　　　　　　入　　（単位千円）

項　　　　　　　　　　　 目 金　　　　 額
1　 国　 民 健　 康　 保　 険　 税 59，223

‾甘 ‾‾‾膚 ‾‾商 科 及 び 手 数 料 30

3°‾　国　 庫　 支　 出　　 金 104，287

4　 県　　 支　 一　出　　 金 144

5　 財　　 産　　 収　　 入 1

6　 繰　　　　 越　　　　 金 1

7　 諸　　　　 収　　　　 入 1，113

歳　　　 入　　　 合　　　 計 164，799

歳　　　　　　出　　（単位千円）

計

虹、
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一猪熊工場団地完成
公害のない優良企業の誘致へ

吉田工場団地も二期工事に

産
炭
地
域
擦
興
公
団
に
よ
り
、
造
成
が
急
か
れ
て
い
た
猪
熊
工
場
団

地
が
四
十
七
紅
塵
を
も
っ
て
完
成
（
写
革
占
、
い
よ
い
よ
売
出
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

同
団
地
は
本
町
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
日
庚
の
一
坑
閉
山
と
、
石
炭
産

業
不
況
の
深
刻
化
に
、
こ
れ
に
替
る
企
業
誘
致
の
た
め
の
工
場
用
田
地

と
し
て
、
吉
田
団
地
造
成
計
画
と
と
も
に
計
画
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

計
画
に
深
い
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
地
元
土
地
所
有
者
の
厚
意
に

よ
り
、
四
十
三
年
に
農
地
を
公
団
（
当
時
事
業
団
）
が
買
収
し
、
こ
の

土
地
と
隣
接
す
る
日
庚
所
有
地
と
を
達
成
し
た
も
の
で
す
。

面
棟
は
約
十
五
万
平
方
㍍
あ
り
、
三
月
に
は
団
地
へ
の
進
入
道
路
も

公
団
の
手
で
完
成
、
進
出
企
業
を
待
つ
ば
か
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
進
出
企
業
に
つ
い
て
は
、
公
団
は
水
巻
町
と
協
議
し
て
、
将
来
町
の

基
幹
産
業
と
な
る
よ
う
な
優
艮
企
業
で
、
公
害
の
恐
れ
の
な
い
企
業
を

選
定
す
る
よ
う
話
し
合
い
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
団
地
内
に
は
公
団
に
よ
り
、
工
場
勤
務
者
や
附
近
住
民

の
た
め
に
約
二
千
平
方
㍍
の
広
さ
の
公
園
が
、
本
年
度
中
に
造
園
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
ま
す
。

吉
田
工
場
団
地

第
一
期
工
事
を
終
っ
た
吉
田
工
場
田

地
は
、
す
で
に
菊
竹
銅
器
、
八
幡
伸
鉄

長
谷
川
仏
壇
製
作
所
の
進
出
が
決
り
、

四
十
八
年
度
中
に
は
県
道
と
椿
ぶ
進
入

道
路
を
完
成
し
、
第
二
期
工
事
に
着
工

し
ま
す
。

同
団
地
は
、
今
ま
で
進
入
道
路
が
な

い
た
め
工
事
計
画
が
の
び
て
い
た
も
の

で
す
が
、
地
元
関
係
者
の
協
力
を
得
て

す
で
に
陸
橋
工
革
に
着
工
し
て
お
り
今

後
の
工
事
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

中
央
の
あ
た
り
が
旧
一
坑
繰

込
み
の
あ
た
り

＿、′’適

点

み

∵

∴

す

ト

ま

き

、

．

∴

“

≠

言

フ

ォ

、

卜

二

Ｖ

ユ

、

Ｉ

Ｐ

Ｊ

ス

－たしかめて

またたしかめて
はい横断－

ぼ
う
や
は
今
日
か
ら
一
年
生

胸
に
黄
色
い
羽
根
を
つ
け

元
気
に
通
学

四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
「
春
の

交
通
安
全
福
岡
県
民
運
動
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

⑧
飲
酒
運
転
の
絶
滅
か
か
か
げ
ら
れ
ま

し
た
が
、
交
通
安
全
は
運
動
期
間
中
だ

け
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歩
行
者

重
点
目
標
は
①
歩
行
者
事
故
、
と
く
も
、
運
転
者
も
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を

に
新
入
学
児
童
や
幼
児
の
事
故
防
止
。
．
起
さ
な
い
と
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

ぼ
く
た
ち
の
作
っ
た
す
て
き
な
鯉
の
ぼ
り

こ
ど
も
の
創
造
力
は
び
っ
く
り
す
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
町
立
保
育
園
で
は
、

こ
の
よ
う
な
こ
ど
も
の
力
を
育
て
る
保
育
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
写
真
は
白
分

た
ち
だ
け
で
作
っ
た
（
下
の
二
つ
）
鯉
の
ぼ
り
に
は
し
ゃ
ぐ
、
第
二
保
育
園
の
園

児
た
ち

払出巌擁触感璧
∴描＿竿、．誉

棺幣磁諸藩摺㌍
北部開発道路　‡芸禁；農芸票笠慧芸霊

3号線と町逆境末・立屋男放線の交差　　　町西北部の生活環境の改善に大きな貢
点附近から机・古賀・猪熊を結ぶ会長．献をするでよしう。（写真は机地区）

町
は
四
十
七
年
一
月
か
ら
鉱
害
課
を
つ
く
り

家
屋
鉱
害
復
旧
の
促
進
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。

四
十
七
年
度
は
四
声
の
復
旧
を
行
な
っ
た
の
み

で
す
が
、
四
十
八
年
度
は
現
在
四
千
五
百
万
円

で
十
六
戸
の
事
業
を
確
定
し
、
な
お
鉱
害
復
旧

事
業
団
へ
事
業
加
迫
を
交
渉
し
て
い
ま
す
。

写
瑞
は
復
旧
工
事
中
の
片
山
地
区
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お
も
ち
で
す
か
老
人
医
療
証

七
十
才
以
上
の
か
た
が
該
当

町
は
、
昭
和
四
十
六
年
十
月
か
ら
、

満
七
十
才
以
上
の
人
が
無
料
で
病
院
に

か
か
れ
る
、
老
人
医
療
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

こ
の
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
本
人

が
申
滑
を
し
、
医
療
証
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
ま
だ
医
療
証

を
も
た
な
い
人
は
、
至
急
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
手
続
き
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

一
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
現
在

で
該
当
す
る
人
。

明
治
三
十
六
年
四
月
三
十
日
以

前
に
生
ま
れ
た
人
（
生
活
保
護
適

三
才
児
の
検
診

該
当
児
は
も
れ
な
く

一
、
日
　
時
　
五
月
十
八
日

午
後
一
時
～
三
時

二
、
場
　
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

三
、
該
当
児
　
満
三
才
以
上
～
四
才
未

満
の
幼
児

四
、
費
　
用
　
無
料

用
者
は
除
か
れ
ま
す
）

二
、
交
付
及
び
申
群
場
所
商
い
合

わ
せ
場
所
）

水
巻

電
話

璃
　
老
人
児
童
課

－
四
三
二
一

内
線
　
二
四
一

三
、
必
要
な
も
の

用
　
本
人
の
加
入
し
て
い
る
保
険

証
（
国
保
、
杜
保
、
共
済
）

伺
　
印
鑑

調
理
員
募
集

遠

賀

静

光

園

一
、
職
種
及
び
採
用
人
員

調
貰
一
名
（
身
分
は
地
方
公
務
員
）

二
、
応
募
資
格

昭
和
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
十

八
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
女

子
で
、
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
。

度
。

の
　
合
格
発
表
　
合
格
者
の
み
通
知

す
る
。

六
、
墾
一
次
試
験

五
月
二
十
二
日
（
火
曜
日
）
十
時

の
　
面
接

何
　
場
所
　
遠
賀
静
光
園

七
、
問
合
せ
は
遠
賀
郡
遠
賀
町
大
字
上

別
府
八
九
二
番
地
　
遠
賀
静
光
園

電
話
〇
九
三
－
二
九
－三

－
〇
一
二
五

後
お
よ
び
日
曜
日
は
除
く
）
県
建
築

部
建
築
課
か
、
土
大
事
務
所
建
築
課

で
行
な
い
ま
す
。

四
、
受
験
案
内
啓
お
よ
び
申
込
者
用
紙

の
交
付
。

五
月
十
日
（
木
）
か
ら
県
建
築
部
建

築
課
お
よ
び
土
木
事
務
所
建
築
課
に

お
い
て
交
付
し
ま
す
。

※
　
試
験
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
お

よ
び
受
験
案
内
番
な
ど
の
請
求
を

郵
便
で
行
な
う
と
き
は
、
あ
て
先

お
よ
び
郵
便
番
号
を
明
記
し
て
二

十
円
切
手
を
は
っ
た
返
借
用
封
筒

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

第
八
回
社
会
人
野
球
大
会

二
級
建
築
士
試
験

受
付

体
育
の
振
興
と
明
る
い
地
域
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
、
町
教
育
委
員
会
・
体

育
協
会
主
催
の
第
八
回
水
巻
町
社
会
人

野
球
大
会
が
四
月
十
五
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

参
加
八
チ
ー
ム
は
ど
こ
も
フ
ァ
イ
ト

ウ
】

満
々
、
第
四
回
以
来
連
綿
四
期
優
勝
し

て
い
る
球
友
チ
ー
ム
を
ど
こ
が
は
ば
む

か
興
味
が
も
た
れ
ま
す
。
試
合
日
程
、

組
合
せ
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

二
級
建
築
士
試

験
制
度
の
改
正

二
級
建
築
士
の
試
験
制
度
が
改
正
さ

れ
、
昭
和
四
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

制
度
の
改
正
の
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

「
二
級
建
築
士
試
験
の
試
験
科
目

を
、
現
行
の
五
科
目
を
学
科
と
設
計

製
図
の
二
科
目
に
改
め
、
学
科
四
区

分
と
し
、
学
科
試
験
に
合
格
し
た
者

に
限
り
、
設
計
製
図
試
験
の
受
験
を

認
め
る
。

袋
詰
セ
メ
ン
ト
あ
っ
せ
ん
相
談
所
へ

セ
メ
ン
ト
不
足
の
事
態
に
対
し
、
袋
詰
セ
メ
ン
ト
小
口
需

要
者
あ
っ
せ
ん
相
談
所
が
で
き
て
い
ま
す
。
必
要
な
か
た
は

申
し
込
み
を
。

1
　
対
象
者
左
官
、
大
工
な
ど
を
業
と
す
る
人
、
マ
イ

ホ
ー
ム
建
築
な
ど
の
一
般
人

2
　
受
付
時
間
毎
日
（
日
曜
、
祭
日
を
除
く
）
十
時
～

十
二
時
本
人
直
按
、
印
鑑
持
参
の
こ
と

3
　
申
込
量
一
回
限
り
、
一
人
十
袋
以
下

4
　
相
談
所
北
九
州
商
工
事
務
所
（
小
倉
区
役
所
内
）

電

0

9

3

　

5

6

1

・

1

2

8

1

二
、
学
科
試
験
の
合
格
者
に
つ
い
て

は
、
学
科
試
験
に
合
格
し
た
二
級
建

築
士
試
験
に
引
き
続
き
実
施
さ
れ
る

二
回
ま
で
の
二
級
建
築
士
試
験
に
限

生
ワ
ク
の
投
与

一
、
日
　
時
　
五
月
二
目

午
後
二
時
～
三
時

二
、
場
　
所
　
町
民
会
館
ホ
ー
ル

三
、
該
当
児

①
一
回
目
の
服
用
　
生
後
三
カ
月
～

十
八
カ
月
の
乳
幼
児

㊥
二
回
目
の
服
用
　
昨
年
の
秋
一
回

服
用
し
た
幼
児

四
、
費
　
用
　
無
料

三
、
応
募
先
お
よ
び
受
付
期
間

遠
賀
静
光
園
　
五
月
一
日
か
ら
五
月

十
日
ま
で
。

四
、
応
募
用
紙
の
交
付

遠
賀
静
光
園
（
郵
便
に
よ
る
交
付
申

請
も
可
）

五
、
第
一
次
試
験

五
月
十
五
日
（
火
曜
日
）
九
時

①
　
場
所
　
遠
賀
町
役
場

㊥
　
教
養
問
題
　
高
等
学
校
卒
業
程

昭
和
四
十
八
年
二
級
建
築
士
試
験
が

つ
ぎ
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
、
試
験
日

学
科
試
験
　
七
月
二
十
八
日
（
土
）

建
築
設
計
製
図
の
試
験
九
月
三
十

日
（
日
）

二
、
試
験
場

補
間
市
西
区
七
隈
十
一
福
岡
大
学

（
七
隈
学
舎
）
八
号
館

三
、
受
付
期
間
と
受
付
場
所

五
月
二
十
一
日
（
且
か
ら
五
月
三

十
一
日
（
木
）
ま
で
（
土
曜
日
の
午

愛

　

　

　

球

球

　

　

　

友

サ

ン

ダ

ー

ス

ロ

ー

ト

ル

ズ

水
巻
町
役
場

セ

ネ

タ

ー

ス

オ
リ
エ
ン
タ
ル

日
　
本
地
　
所

国
民
年
金
の
お
す
す
め

サ
ラ
リ
ー
　
マ
　
ン
　
の

奥

さ

ま

も

ど

う

ぞ

国
民
年
金
は
、
自
家
営
業
者
や
農
家

の
方
を
加
入
対
象
と
す
る
年
金
制
度
で

す
が
、
厚
生
年
金
保
険
な
ど
の
公
的
年

金
に
加
入
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
も
国
民
年
金
に
加
入
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
任
意
加
△
。

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
将
来
、

昭和48年4月27日

町
道
の
舗
装
計
画

順
位
の
決
め
方
は

と
い
　
町
道
の
舗
装
が
、
よ
く
さ

れ
て
い
る
地
区
と
、
菅
か
ら
あ
る
部
落

な
の
に
遅
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
る
が
、
舗
装
計
画
や
順
位
の

決
定
方
法
な
ど
を
お
た
ず
ね
し
た
い
。

お
答
え
　
足
も
と
道
路
の
舗
装

は
、
町
民
の
響
さ
ん
の
日
常
生
活
に
直

結
し
て
い
る
だ
け
に
、
で
き
る
だ
け
カ

を
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
財

政
事
情
も
あ
り
、
優
先
順
位
を
つ
け
年

次
ご
と
に
推
僻
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の

優
先
順
位
で
す
が
、
各
道
路
の
交
通
量

な
ど
の
事
情
を
考
慮
し
て
決
定
し
て
い

ま
す
。
た
だ
こ
こ
で
問
題
な
の
が
、
現

在
帽
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路
百
メ
ー
ト
ル

を
舗
装
す
る
の
に
、
約
百
二
十
万
円
の

工
事
費
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

純
町
費
の
み
で
舗
装
工
事
を
行
な
う
こ

と
が
、
町
の
財
政
事
情
か
ら
な
か
な
か

む
つ
か
し
く
、
国
、
県
の
補
助
金
の
つ

く
運
囁
事
業
を
優
先
し
て
行
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
補
助
金
の
対
象
と

な
り
に
く
い
道
路
（
部
落
内
の
幅
の
せ

ま
い
道
な
ど
）
が
、
ど
う
し
て
も
舗
装

順
位
が
遅
れ
る
結
果
と
な
り
、
ど
不
満

な
点
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
も

市
町
村
振
興
資
金
事
業
な
ど
の
対
象
と

し
て
順
次
整
備
を
行
な
う
計
画
と
な
っ

て
い
ま
す
。

猪
熊
団
地
へ
の

道
路
の
舗
装

と
い
　
猪
熊
・
入
柳
線
か
ら
猪
熊

工
場
団
地
ま
で
、
立
派
な
舗
装
道
路
が

で
き
て
い
る
が
あ
の
よ
う
な
人
通
り
の

で
舗
装
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
は
。

お
箸
え
　
別
に
紹
介
し
て
い
ま
す

よ
う
に
、
あ
の
道
路
は
工
場
団
地
へ
の

進
入
道
路
と
し
て
、
産
炭
地
城
振
興
公

団
の
費
用
で
舗
装
工
事
を
行
な
っ
た
も

の
で
す
か
ら
ど
了
解
を
お
醇
い
し
ま
す

な
ぜ
一
度
に
高
く
上
げ
ぬ

家

屋

の

鉱

害

復

旧

調
査
を
も
と
に
、
通
勤
、
通
学
、
買
物
な
い
田
の
中
よ
り
、
他
の
町
道
で
急
い

と
い
　
鉱
害
復
旧
を
行
な
う
場

合
、
家
慶
な
ど
、
嵩
上
げ
高
を
一
度
に

多
め
に
上
げ
、
何
度
も
復
旧
工
事
を
し

な
く
て
よ
い
よ
う
に
で
き
な
い
の
か
。

お
答
え
　
も
っ
と
も
な
ど
質
問
で

す
が
現
行
の
法
で
、
今
以
上
の
復
旧
工

事
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
つ
ぎ
の
よ

う
に
定
め
て
あ
る
か
ら
で
す
。

一
、
ま
ず
鉱
害
復
旧
は
鉱
害
権
者
が

そ
の
事
業
を
廃
止
し
た
場
合
で
、

そ
の
鉱
区
に
鉱
害
が
起
っ
た
と

き
、
そ
の
被
害
地
城
の
な
か
で
今

以
上
に
鉱
害
が
進
行
し
な
い
、
つ

ま
り
地
盤
が
安
定
し
た
と
判
断
さ

れ
な
い
と
、
原
則
と
し
て
鉱
宰
復

旧
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
現
に
被
害
が
進
行
中
に
復
旧

工
事
を
行
な
っ
て
も
患
味
が
な
い

と
い
う
考
え
方
か
ら
で
す
。

2
、
こ
の
よ
う
に
、
地
盤
が
安
定
し

た
と
認
定
さ
れ
た
地
区
に
対
し
復

旧
工
事
が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
復

旧
計
画
地
盤
高
の
決
定
は
国
の
基

準
に
よ
り
、
こ
ま
か
く
決
め
て
あ

り
、
家
屋
の
場
合
最
高
が
道
路
の

中
央
の
高
さ
よ
り
十
五
セ
ン
チ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
実
に
は
再
び
沈

下
し
て
再
工
事
を
行
な
う
と
い
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
了
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

親
し
み
が
も
て
な
い

町

広

報

紙

編
集
に
く
ふ
う
を

と
い
　
町
広
報
紙
に
親
し
み
が
も

て
な
い
。
も
っ
と
梶
集
方
法
を
考
え
て

は
。お

答
え
　
ど
指
適
耳
に
痛
く
う
か

が
い
ま
す
。
今
後
研
究
い
た
し
ま
す

が
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
ど
意
見
を
参
考

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
電
話
で

も
結
構
で
す
。
住
民
相
談
室
の
方
へ
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
町
政
へ

の
意
見
、
苦
情
な
ど
皆
さ
ん
の
声
を
ど

し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
そ
れ
に
お

答
え
し
な
か
ら
、
皆
さ
ん
と
交
流
の
あ

る
広
報
紙
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。そ

の
た
め
に
こ
の
声
の
欄
に
町
政
に

関
す
る
こ
と
、
役
場
へ
の
苦
情
、
町
内

で
の
心
あ
た
た
ま
る
話
な
ど
、
ど
ん
な

こ
と
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
ご
意
見
を

お
ま
ち
し
ま
す
。

［
欄
摘
拍
腔

口
座
振
新
制
度
を

税
金
の
支
払
い
に
口
座
振
替
制
度
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

口
座
振
替
制
度
と
は
、
電
爵
料
金
や

ラ
ジ
オ
の
受
信
料
払
い
込
み
に
も
使
わ

れ
て
い
る
制
度
で
納
期
が
き
た
ら
個
人

の
口
座
か
ら
自
動
的
に
税
金
が
町
、

県
、
国
に
払
い
込
ま
れ
る
方
法
で
す
。

共
稼
ぎ
家
庭
や
商
売
な
ど
で
い
そ
が
し

い
家
庭
は
納
期
に
気
を
使
わ
ず
に
す
み

ま
す
の
で
た
い
へ
ん
便
利
で
す
。

口
座
振
舞
制
度
が
利
用
で
き
る
金
融

機
関
は
、
遠
賀
信
用
金
庫
、
福
岡
銀
行

折
尾
支
店
、
遠
賀
郡
農
協
水
巻
支
所
の

三
機
関
で
、
手
続
き
は
、
町
税
に
つ
い

て
は
町
住
民
課
、
県
税
は
財
務
事
務

所
、
国
税
は
税
務
所
に
そ
れ
ぞ
れ
届
け

る
だ
け
で
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
住
民
課
収
納
係
に

お
た
ず
ね
下
さ
い
。

電
話
六
〇
一
－
四
三
二
一

届
け
出
先

町
税
　
水
巻
町
役
場
住
民
課
（
讐
ハ

〇
一
1
四
三
二
Ｄ

県
税
　
若
松
財
務
事
務
所
遠
賀
支
所

（
八
幡
区
折
尾
未
里
、
電
六
〇
一

－
二
八
八
八
）

国
税
　
若
松
税
務
所
　
（
若
松
区
本

町
、
電
七
六
一
－
四
〇
二
三
）

夫
の
厚
生
年
金
保
険
か
ら
老
令
年
金
が

支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
て

奥
さ
ん
自
身
の
年
金
と
し
て
国
民
年
金

か
ら
も
老
命
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
奥
さ
ん
自
身
が
病
気
や

け
が
を
し
た
と
き
は
、
障
害
年
金
が
、

夫
に
万
一
の
不
幸
が
あ
っ
た
場
合
は
、

厚
生
年
金
か
ら
遺
族
年
金
が
支
給
さ
れ

る
ほ
か
に
、
国
民
年
金
か
ら
も
母
子
年

金
な
ど
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

毎
月
五
百
五
十
円
の
掛
金
で
老
後
の

生
活
安
定
の
た
め
に
も
、
今
す
ぐ
国
民

年
金
に
加
入
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す
め

い
た
し
ま
す
。

福
祉
年
金
受
給
者
は

証
書
の
提
出
を

老
令
、
障
寄
、
母
子
の
各
福
祉
年
金

を
受
け
て
い
る
人
は
、
五
月
末
ま
で
に

生
存
の
届
出
を
か
ね
た
、
前
年
の
所
得

状
況
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
年
金
の
受
給
月
で
あ
る
五
月
に
年

金
を
受
給
さ
れ
た
ら
、
年
金
証
啓
を
役

場
年
金
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

り
、
当
該
者
の
申
緒
に
よ
り
学
科
試

験
を
免
除
す
る
。

三
、
試
験
制
度
の
改
正
に
伴
う
棒
過
措

置
と
し
て
、
旧
法
に
基
づ
き
、
昭
和

四
十
四
年
以
前
に
実
施
さ
れ
た
二
級

建
築
士
試
験
に
お
い
て
合
格
科
目
を

有
す
る
者
で
、
か
つ
、
当
鞍
科
目
に

か
か
る
試
験
の
免
除
を
受
け
ら
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
新
規
則
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
旧
制
度
に
よ
る
こ
級

建
築
士
試
験
を
引
き
続
き
四
回
実
施

す
る
。な

お
、
旧
制
度
に
よ
る
試
験
の
受

験
資
格
者
が
、
新
規
則
の
規
定
に
基

づ
く
新
制
度
に
よ
る
こ
級
建
築
士
試

験
を
受
験
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
も

の
と
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
、

当
該
者
が
新
旧
両
制
度
に
よ
る
試
験

を
同
一
年
に
受
験
す
る
こ
と
は
認
め

な
い
。

四
、
二
級
建
築
士
試
験
制
度
の
改
正
内

容
に
つ
い
て
の
関
係
者
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
の
窓
口
は
、
県
建
築
部
建
築

課
建
築
統
計
係
か
、
も
よ
り
の
県
土

木
事
務
所
建
築
課
と
な
っ
て
い
ま

す
。電

話
加
入

権
の
公
売

若
松
財
務
事
務
所

つ
ぎ
の
と
お
り
電
話
加
入
権
が
若
松

財
務
事
務
所
で
公
売
さ
れ
ま
す
。

一
、
日
　
時
　
五
月
十
八
日

午
前
十
一
時

第
三
日
曜
は
家
庭
の
白

い

そ

が

し

　

い

お

と

う

さ

ん

月
に
　
1
－
度
は

ゆ
　
っ
　
く
り
家
庭
で

四三二二
ヽ　　　　ヽ　　　　ヽ

番方曝
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わ
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へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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